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論 文 題 目 

Mechanical Effects of Offset and Length of the Cementless Stem for Initial Fixation to the Femur                                             

（大腿骨へのセメントレスステム初期固定に対するオフセットと長さの力学的影響） 

 

 

要     旨 

 

緒言 

人工股関節置換術用の異なるネックオフセットを有するインプラントは、現在、複数のインプラント

メーカーから提供されており、術後の股関節安定性を確保するための選択肢となっています。 

本研究では、セメントレスステムを使用する場合に、ネックオフセットが初期のステム固定に与える

影響および異なるステム長がもたらす影響を比較することを目的としました。 

 

方法 

Mechanical Finder ver. 12.0 を使用した有限要素解析を実施しました。Profemur Preserve と 

Profemur TL のセメントレスステムの CAD モデルを使用し、各ステムを適切なサイズで設置し、von 

Mises 応力を計算しました。マイクロモーションは、ステムの節点と骨接触面との相対的な変位として

定義しました。これらの有限要素モデルの最大マイクロモーション値を立位条件下で比較しました。 
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結果 

両ステム（Preserve と TL）のゾーンごとの応力は、ゾーン 5 で最も高く、次にゾーン 3 と 4 がほぼ

同じレベルでした。ハイオフセットステムの応力は、各ステムおよび各ゾーンでスタンダードオフセッ

トの応力よりも高い値でした。各ステムのマイクロモーションは、Preserve HIGH、Preserve STD、

TL HIGH、TL STD の順で高くなりました。各ステムにおいてハイオフセットステムがスタンダードオ

フセットステムよりも値が高くなりました。 

 

考察 

ハイオフセットではてこの原理により曲げモーメントが増加し、ショートステムでは皮質骨との接触面

積が減少するため、いずれも初期固定部にかかる応力とマイクロモーションが増加する。特にショート

ステムは骨形状の影響を受けやすく、早期のゆるみや骨折のリスクが高まるため、使用時は注意が必要

である。 

 

結論 

ハイオフセットまたは短い長さのステムを選択することは、術後早期の骨界面におけるマイクロモー

ションを増加させる可能性があり、人工関節のゆるみや骨折の相対的に高い発生率を考慮し、ハイオフ

セットネックを有する短い長さのステムを使用する際は、外科医はより注意を払う必要があります。                                            


